





















































































































うより五季だと思う- ( 笑）ともかく季節に敏感であることが、必ずしも日本独 
特とは思いません。しかし一つの事実として日本人は、季節についてたえず書いて
いますu 古今集ですが、歌の並べ方は日本独特なもので、最初の巻は春、夏、秋、














































という小説があります。 1885年 （明治18年）に書かれたもので、二人の外国人の 
女性の描写があります。一人はアイルランド人、もう一人はスペイン人です。分か 
りにくいので読んで説明します。アイルランドの美人、 「齢、23^24、緑 眸 （緑色 





















































Estudos Japoneses, n .16, pp. 47-60. 1996 >53






























ジ ョ ン ル イ バローには本当は気狂いで時々、正気にみえます（笑）。それは新 
しい解釈と言うのでしょう,， そうかといって汪言卸、能楽師に何も特徴がない
















は多くないのです。 例えば、和歌でも同じことが言えます。 和歌に個性を意識的 
に求めたことは余りないと思います。 言葉にしても、『占今集J で和歌の詩的言語 
が決まりました《 その後、新しい言葉は使ってはいけなかったのです。たとえば、
r 占今集J は10世紀の初め、905年に編集されました。 『新古今集』は三百年後で
す。どう考えてもその三0 年の間に新しいs 葉はたくさんできたはずです。生活ぶ 
りも食べ物も変わったはずです三百年は非常に長い年月です。しかし、私の知っ 
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で一 つ だけ選ぶとすれば、やはり能にしたいです。それは日本の美術、舞台芸術の 
中で最も多くの特徴があると思われます。まず能は暗示盼な舞台芸術で、全体の一­








































に、鍉大な令をかけるのを紙わない• したがってただの t を拾って作ったものに 
も 関 わ ら ず •個 が ガ 、— 乃いや：J j•クルザ一 ド或いはそれ以上もする茶碗も 

























る と ,t います。U本では逆で丨昨日描かれた！などとplわれたらありがたくな 
いのです二  LTí年、 / iü •年を語るような物でなくてはおもしろくないのです。前の
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